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※平成 27 年度で終了となる研究課題は最終成果報告書となりますので，下記項目について詳
細な報告をお願いします。 
※ページ数の制限はありません。 
※成果等の説明に図表を使用していただいて構いません。（カラーも可） 
※提出して頂いた成果報告書をホームページでの公開を予定しております。 
 
１．研究の目的 
近年のエネルギー不足を解消するため，枯渇する心配が無く，かつ二酸化炭素を排出しない

クリーンエネルギーとして太陽光発電が注目されており，日本における太陽電池出荷量も 2001
年から 2011 年の 10年間で 188,590kWから 2,685,573kW へ約 14 倍になるなど，需要も急激に増
加している。日本国内では日本工業標準調査会が「太陽電池アレイ用支持物設計標準」（JIS C 
8955，以下 JIS と略す。）を定めており，それに基づいて設計されることが多い。JISで規定さ
れている設計用風荷重は風力係数に設計用速度圧とモジュールの受風面積を乗じることで算定
できる。なお，風力係数は風洞実験により定めるとしているが，地上設置（単独），勾配屋根設
置型，陸屋根設置型の設置形態については，モジュールの設置勾配で表わされる式により定め
られる風力係数を用いても良いとしている。しかしながら，JIS の基となった実験はかなり以
前に行われたものであり，当時は現在急増しているメガソーラーや大規模工場の屋上に設置さ
れる太陽光発電システムなどは想定していなかった。 
本研究の目的は，国内で需要が急増しているメガソーラーや工場などの大規模建築物の屋上

に設置される屋上設置型太陽光発電システムなど，多様化する設置条件下での太陽電池アレイ
に作用する風荷重の特性を明らかにすることにある。また，太陽光発電アレイの設置架台の設
計に用いられている現行の JIS 規格における問題点を明らかにするとともに，種々の風洞実験
結果を基に実情に即した風荷重を算定するための風力係数を提案する。さらに，太陽光発電シ
ステムの風荷重を想定した載荷試験を実施し，耐風性能評価のため載荷試験の手法の確立を目
指す。この研究は今後更に設置の増加が予想されるメガソーラーや屋上設置型太陽光発電シス
テムの経済的かつ合理的な耐風設計を行う上で必要不可欠かつ喫緊に取組むべき重要な課題で
ある。 
 
２．研究の方法 
本研究は，平成 26年度から進められており，初年度の平成 26 年は，太陽光発電の普及状況

と今後の展望，強風被害の実態の把握,太陽光発電システムの風荷重・耐風性能評価に関する文
献調査，耐風設計上の問題点の抽出，今後の課題等の整理を行った。平成 27 年度は，平成 26
年度と同様の活動をさらに進めるとともに，「太陽光発電システム耐風設計マニュアル」の策定
を最終目標とした資料整理および記載内容の検討を行った。また，平成 27 年 6月に太陽光発電
システムの耐風圧性能試験を実施し，耐風性能評価のための載荷試験方法の検討を行った。 
 
３．研究成果 
平成 27年度の成果は次のとおりである。なお，これらの成果をもとに平成 28年 2月 24日に

公開研究集会「太陽光発電システムの耐風設計の要点 －耐風設計マニュアルの作成に向けて
－」（参加者 99 名）を実施した。 
 
3.1 設計用風力係数に関する文献整理 
 国内外の太陽光発電システムの風力係数に関する研究論文を収集した結果より，太陽光発電
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システムの設置形式，モジュールの傾斜角，風向角，風力係数の種類（平均・ピーク）などの
項目ごとに整理した風力係数のデータベーを作成した（図 1）。 

 

 
図 1 風力係数データベース（一部） 

 
 
3.2 太陽光発電システムの耐風圧性能試験の実施 
風荷重の伝達経路（ロードパス）が複雑な折板屋根上に設置された太陽光発電システムを対

象に耐風圧性能試験を実施した（写真 1）。試験では，太陽電池モジュールと屋根葺き材の両方
に載荷方法を採用し，モジュールから屋根葺き材固定部までのロードパス上の全ての部材を評
価対象とした。試験の結果，モジュールの荷重と屋根葺き材の両方の荷重を受ける屋根葺き材
固定部が破損し（写真 2），太陽光発電システムを屋根上に設置する場合には，屋根の耐力も考
慮する必要があることが実証された。 

    

写真 1 耐風圧性能試験の様子  写真 2 屋根葺き材固定部での破損状況 

 
3.3 耐風設計マニュアルの作成 

平成 26年度に得られた成果をもとに，要求性能，風荷重評価，構造設計，耐力評価など，様々
な側面から議論を重ね，「（仮）太陽光発電システム耐風設計マニュアル」の作成に向けた準備
作業を行った。耐風設計設計マニュアルは全 10章の構成とする。現時点での目次（案）を以下
に示す。 

１章 概説 

２章 要求性能および関連法規 
３章 太陽光発電システムの設置工法と構造 
４章 風荷重算定の基本と留意点 
５章 耐風設 
６章 風洞実験等による風荷重評価計 



７章 載荷試験による耐力評価 
８章 設計例 
９章 太陽電池アレイの風力係数に関する文献とその活用方法 
１０章 課題と今後の展望 
 
なお，「太陽光発電システム耐風設計マニュアル」は平成 28年度中の完成を目指す。 
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